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10月４日㈰　旭橋

　一般国道345号に架かる旭橋が完成し、開
通式が行われました。テープカットの後、く

す玉が割られたお祝いムードの中、親子三世

代の家族が記念の渡り初めを行いました。

地元待望の新しい橋が完成主 な 内 容
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特集：平成26年度決算報告

■小、中学校施設改修事業⇒　８億7,519万円

　瀬波小学校などで校舎耐震補強・大規模改造工事を

実施し、耐震性の向上、学習環境の改善を行いました。

このほかに、

・学力向上、学習支援事業（7,012万円）
・学校スクールバスの運行（２億6,330万円）
・体育施設の改修（2,152万円）

　　　などを行いました。

■障害者自立支援事業⇒　９億9,860万円

　障がい者および障がい児の自立支援のため、

障害福祉サービスに係る給付などを行いま

した。

このほかに、

・臨時福祉給付金給付事業（１億7,411万円）
・保育園運営経費など（８億90万円）
・高齢者生活支援事業（1,251万円）

　　　などを行いました。

■道路対策事業⇒　３億8,979万円

　橋の長寿命化と安全性を確保するため、橋を

改修し道路交通の安全性向上を図りました。

このほかに、

・市道整備事業（３億4,684万円）
・歩道や幹線道路の整備（２億2,664万円）
・排水路および河川の改修（１億2,469万円）

　　　などを行いました。

教育費

民生費 土木費

39億６,491万円

83億８,214万円 43億499万円

平成26年度　主な取り組み

　９月の市議会定例会で認定された

平成26年度決算。その主な取り組み
や財政状況を、お知らせいたします。

　まずは、一
般会計の支出
からみた主な
取り組みを見
てみましょう。

どうだった?市のお金の使い道特集

平成26年度決算報告

財政課財務係
齋藤主査
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特集：平成26年度決算報告

■生活交通確保対策事業⇒　１億9,666万円
　公共交通バス路線の運行業者に対し補助金を交付
し、交通手段を確保しました。
このほかに、
・協働のまちづくり推進事業（7,692万円）
・集落の集会施設の整備支援（685万円）
・交流・定住促進を図る取り組み（462万円）
・防犯対策事業（6,427万円）

　　　などを行いました。

■新ごみ処理場建設事業⇒　15億8,517万円
　平成25年度から本体工事に着手したエコ
パーク村上が竣工し、一般廃棄物の安定した処
理体制が整いました。
このほかに、
・予防接種事業（１億4,011万円）
・生活習慣病予防対策事業（１億171万円）
・新エネルギー推進事業（2,661万円）

　　　などを行いました。

■消防救急デジタル無線整備事業⇒
６億680万円

　平成28年６月１日の無線デジタル化に向け
推進を図りました。
このほかに、
・防災行政無線デジタル化事業（２億9,451万円）
・消防車両の購入（4,450万円）
・消防施設整備事業（5,446万円）

　　　などを行いました。

■漁港整備事業⇒　9,974万円
　桑川漁港に防波堤消波ブロックを据え付け、
漁港の静穏度を上げました。
このほかに、
・中山間地域等直接支払交付金事業（9,476万円）
・農業振興事業（7,799万円）
・間伐推進事業（5,418万円）

　　　などを行いました。

■プレミアム商品券地域活性化事業⇒
3,170万円

　10％お得な商品券を発行し、消費拡大を図り
ました。
このほかに、
・�中小企業の経営支援（９億1,359万円）
・みどりの里屋根付き多目的広場人工芝敷設（3,981万円）
・商工団体への補助金（2,194万円）

　　　などを行いました。

総務費

衛生費

消防費

農林水産業費

商工費

31億3,463万円

39億1,455万円

24億6,679万円

21億6,985万円

15億2,551万円
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地方交付税
140億5,918万円

38.9%

市税
68億3,316万円

18.9%

県支出金
15億1,008万円

4.2%

国庫支出金
36億7,764万円

10.2%

譲与税・交付金等
12億7,943万円

3.5%

市債
40億9,120万円

11.3%

分担金及び負担金
5億9,086万円

1.6%

諸収入
13億1,282万円

3.6%

使用料及び手数料
3億8,316万円　1.1%

その他
24億1,627万円

6.7%

歳入

民生費
83億8,214万円

24.0%

土木費
43億499万円
12.3%

公債費
40億7,984万円

11.7%

教育費
39億6,491万円

11.4%

衛生費
39億1,455万円

11.2%

総務費
31億3,463万円

9.0%

農林水産業費
21億6,985万円

6.2%

商工費
15億2,551万円

4.4%
その他

9億4,723万円
2.7%

歳出

消防費
24億6,679万円

7.1%

  一般会計歳出内訳  
総額 348億9,044万円

  一般会計歳入内訳  
総額 361億5,380万円

一般会計

決 算
　決算は、予算に対してどれだ

けの収入と支出があったのか、

またどのように使われたのかを

まとめたもので、議会に報告し、

予算の使い方が適正であったか

どうかの認定を受けます。

特集：平成26年度決算報告

　下の表のとおり、平成26年度の一般
会計は、歳入総額361億5,380万円、歳
出総額348億9,044万円で、差し引くと
12億6,337万円となりました。その額
から、翌年度へ繰り越すべき財源（繰
越事業の財源）を差し引いた収支（実
質収支）は、11億7,130万円となり、『黒
字』となりました。

■歳出
土木費・消防費・教育費が増加、民生費・衛生費・

公債費が減少

　歳出総額は、前年度に比べて６億1,346万円増加
しました。主な要因として、消防費は、消防救急デ

ジタル無線、防災行政無線の整備事業により前年

度比３億8,811万円、教育費は小学校耐震補強工
事、旧村上地区公民館解体工事により８億8,421万
円の増加となりました。また、元気臨時交付金基金

事業、がんばる地域交付金事業の実施、土地開発基

金保有土地買入れなどもあげられます。

　一方、民生費は、統合保育園建設事業完了に伴い

前年度比３億2,964万円、衛生費は新ごみ処理場建
設事業の完了に伴い８億943万円の減少となりま
した。

■歳入
市税、地方交付税および国庫支出金は増加、県支出

金、市債は減少

　歳入総額は、前年度より６億210万円増加しまし
た。主な要因として、市税は法人市民税が前年度比

1.5億円、地方交付税は特別交付税の基準見直しに
より前年度と比べ1.6億円増加したことがあげられ
ます。

　一方、県支出金は介護基盤緊急整備等臨時特例

補助金が2.7億円、市債は統合保育園建設事業債が
7.0億円減少しました。
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公営企業会計

市債（借入金）残高

市財政の運営状況

特別会計
特集：平成26年度決算報告

上水道事業決算額

収益的収支
収　入 11億1,470万円

支　出 10億67万円

資本的収支
収　入 １億8,178万円

支　出 ７億5,667万円

※不足額については、内部留保資金などで補てんされます

会　計　名 平成26年度末残高 平成25年度末残高

一般会計 332億5,232万円 328億6,243万円

情報通信事業 11億254万円 13億205万円

下水道事業 328億1,702万円 333億7,213万円

集落排水事業 89億3,933万円 92億2,693万円

簡易水道事業 26億9,200万円 27億2,536万円

上水道事業 54億5,689万円 55億4,863万円

　　健全化判断比率　　※早期健全化基準、財政再生基準の数値を超えたときは、　　　財政悪化となります。赤字額がない場合は「─」と記載します� （単位：％）

健全化判断比率 26年度
25年度

（参考）
早期健全化

基準
財政再生

基準

実質赤字比率 一般会計を対象とした赤字額の程度 ─ ─ 12.31 20.00

連結実質赤字比率 全会計を対象とした赤字の程度 ─ ─ 17.31 30.00

実質公債費比率 公債費とこれに準ずる経費の程度 15.5 16.6 25.00 35.00

将来負担比率 これから先の負担額の程度 129.7 137.6 350.00

　　資金不足比率

� （単位：％）

会計名 26年度
25年度

（参考）
経営健全化

基準

下水道事業特別会計 ─ ─ 20.00

集落排水事業特別会計 ─ ─ 20.00

簡易水道事業特別会計 ─ ─ 20.00

上水道事業会計 ─ ─ 20.00

●問い合わせ　財政課財務係　☎53−2111（内線323）

会　計　名 歳　入 歳　出

土地取得 10億4874万円 10億4874万円

情報通信事業 ５億248万円 ４億9,345万円

蒲萄スキー場 8,070万円 8,015万円

国民健康保険 74億9,542万円 72億9252万円

後期高齢者医療 ６億2,256万円 ６億2,241万円

介護保険 74億6,324万円 72億4,540万円

下水道事業 48億6,166万円 48億452万円

集落排水事業 10億7,907万円 10億5,981万円

簡易水道事業 ６億1,453万円 ６億1,348万円

　特別会計は、特定の事業
を行うために、財布を別に
して管理するものです。
　公営企業会計は、原則
として独立採算性で運
営される会計です。

　一般会計の市債残高の増加の要因と

して、新ごみ処理場の建設など大規模事

業に伴う借入が増えたことなどがあげ

られます。市債は、主に道路や学校など長

期間利用していく施設などの建設費用

のための借入金です。

　市債の発行により、次世代の人々にも

費用を負担していただき、世代間の公平

性を考慮しています。

※�水道事業や下水道事業の経営状態の悪化の度合いを
　示します。赤字額がない場合は「─」と記載します

　これらの比率は、財政の健全化
を測るもので、平成26年度はすべ
ての比率で基準を下回りました。
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市ほう賞受賞おめでとうございます
平成27年度

功績のあった30氏を表彰
　市では、市民の模範としてふさわしい功績や行為、行政に積極

的に協力した個人や団体を表彰しています。今年度は、次の30氏

が受賞されます。おめでとうございます。（順不同）

　

平
成
27
年
４
月
６
日
、
岩
船
港
町
地
内
で

岩
船
港
岸
壁
か
ら
乗
用
車
を
運
転
し
て
転
落

し
た
男
性
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
救
助
し
た
。

竹
たけ
内
うち
　一
かず
男
お
　氏

＝岩船上町＝

　

平
成
27
年
４
月
６
日
、
岩
船
港
町
地
内
で

岩
船
港
岸
壁
か
ら
乗
用
車
を
運
転
し
て
転
落

し
た
男
性
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
救
助
し
た
。

小
お
野
の
　貴
たか
光
みつ
　氏

＝新町＝

　

平
成
27
年
３
月
30
日
、
間
島
地
内
で
海
に

入
り
、
岩
に
つ
か
ま
っ
て
動
け
な
い
女
性
を
、

自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲
の
人
た
ち
と
協

力
し
て
救
助
し
た
。

石
いし
井
い
　正
まさ
春
はる
　氏

＝間島＝

　

平
成
27
年
４
月
６
日
、
岩
船
港
町
地
内
で

岩
船
港
岸
壁
か
ら
乗
用
車
を
運
転
し
て
転
落

し
た
男
性
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
救
助
し
た
。

高た
か
村む
ら

　
哲て
つ
也や

　
氏

＝
阿
賀
野
市
＝

　

平
成
27
年
４
月
６
日
、
岩
船
港
町
地
内
で

岩
船
港
岸
壁
か
ら
乗
用
車
を
運
転
し
て
転
落

し
た
男
性
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
救
助
し
た
。

三み

浦う
ら

　
清せ
い
市い
ち

　
氏

＝
仙
台
市
宮
城
野
区
＝

　

平
成
27
年
３
月
30
日
、
間
島
地
内
で
海
に

入
り
、
岩
に
つ
か
ま
っ
て
動
け
な
い
女
性
を
、

自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲
の
人
た
ち
と
協

力
し
て
救
助
し
た
。

飯い
い
沼ぬ
ま

　
　
渉あ
ゆ
み　
氏

＝
間
島
＝

●問い合わせ

　総務課秘書係　☎53−2111（内線306）
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平
成
13
年
１
月
10
日
か
ら
平
成
16
年
１
月
９

日
、
お
よ
び
平
成
20
年
６
月
５
日
か
ら
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
10
年
５
か
月
間
在
職
し
、
農

地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
。

板
いた
垣
がき
　栄
えい
一
いち
　氏

＝桃川＝

　

平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
14
年
12
月
18
日
ま
で
、
お

よ
び
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

緑
町
３
丁
目
区
長
と
し
て
13
年
９
か
月
間
在
職
し
、
そ
の
間
、

繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

椿
つばき
　洋
ひろ
一
かず
　氏

＝緑町三丁目＝

　

平
成
11
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
保
護
司
と
し
て
16
年
間
在
職
し
、

社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
た
。

須
す
原
はら
　幹
みき
夫
お
　氏

＝坂町＝

　

平
成
17
年
７
月
20
日
か
ら
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て
10
年
４
か
月
間
在
職
し
、
農
地
行

政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
。

工
く
藤
どう
　壽
とし
一
いち
　氏

＝八日市＝

　

平
成
13
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

４
日
ま
で
岩
船
下
浜
町
区
長
と
し
て
13
年
11

か
月
間
在
職
し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連

絡
業
務
を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

　磯
いそ
部
べ
　幸
さち
雄
お
　氏

＝岩船下浜町＝

　

平
成
15
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

30
日
ま
で
杉
原
区
長
と
し
て
12
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

　板
いた
垣
がき
　藤
ふじ
生
お
　氏

＝杉原＝

　

平
成
７
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
１
月

31
日
ま
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

19
年
２
か
月
間
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展

に
尽
力
し
た
。

小
こ
島
じま
　正
しょうにん
人　氏

＝七湊＝

　

平
成
11
年
４
月
27
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
山
北
町
長

と
し
て
８
年
11
か
月
間
、
平
成
20
年
４
月
27
日
か
ら
平
成
27
年
５
月

31
日
ま
で
村
上
市
長
と
し
て
在
職
し
、
産
業
の
振
興
や
、
社
会
資
本

の
整
備
、
福
祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
地
方
行
政
の
伸
展
に
尽
力
し
た
。

大
おお
滝
たき
　平
ひら
正
まさ
　氏

＝府屋＝

　

平
成
７
年
４
月
20
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

30
日
ま
で
上
の
山
区
長
と
し
て
20
年
１
か
月

間
在
職
し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業

務
を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

渡
わた
邉
なべ
　和
かず
子
こ
　氏

＝上の山＝

　

平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
、
お

よ
び
、
平
成
20
年
５
月
11
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

松
波
町
区
長
と
し
て
12
年
11
か
月
間
在
職
し
、
そ
の
間
、
繁

雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

　町
まち
野
の
　貞
さだ
安
やす
　氏

＝松波町＝

　

平
成
７
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
11
月

30
日
ま
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

18
年
７
か
月
間
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展

に
尽
力
し
た
。

遠
とお
山
やま
　節
せつ
子
こ
　氏

＝金屋＝

　

平
成
27
年
４
月
６
日
、
岩
船
港
町
地
内
で

岩
船
港
岸
壁
か
ら
乗
用
車
を
運
転
し
て
転
落

し
た
男
性
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
救
助
し
た
。

金か
ね
子こ

　
貴た
か
亮あ
き

　
氏

＝
新
潟
市
東
区
＝
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第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
平

成
26
年
11
月
）
女
子
（
障
害
区
分

：

１
・
年

齢
区
分

：

１
部
）
で
、
１
０
０
ｍ
お
よ
び
走

り
幅
跳
び
で
優
勝
し
た
。

三
み
須
す
　穂

ほ
乃
の
香
か
　氏

＝岩船上町＝

　

平
成
２
年
か
ら
22
年
間
、
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。

丹
に
羽
わ
　クニ子

こ
　氏

＝小国町＝

　

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
第
49
回
陸
上
競
技
大
会
男
子
４

×
１
０
０
ｍ
で
第
３
位
、
男
子
１
０
０
ｍ
で

第
８
位
に
入
賞
し
た
。

一
いち
ノ
の
瀬
せ
　挙
けん
也
や
　氏

＝佐々木＝

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
（
平
成
27
年
10
月
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
（
少
年
男
子
）
新
潟

県
選
抜
チ
ー
ム
で
、
第
５
位
に
入
賞
し
た
。

遠
とお
山
やま
　恭
よし
徳
のり
　氏

＝金屋＝

　

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
第
50
回
陸
上
競
技
大
会
男
子
５

０
０
０
ｍ
で
、
第
６
位
に
入
賞
し
た
。 八

や
藤
とう
後
ご
　弘
こう
毅
き
　氏

＝上助渕＝

　

第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
弓
道
交
流
大

会
（
平
成
26
年
10
月
）
新
潟
県
チ
ー
ム
で
ベ

ス
ト
８
に
な
っ
た
。

山
やま
本
もと
　哲
てつ
雄
お
　氏

＝飯野一丁目＝

　

第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
弓
道
交
流
大

会
（
平
成
26
年
10
月
）
新
潟
県
チ
ー
ム
で
ベ

ス
ト
８
に
な
っ
た
。

山
やま
本
もと
　和
かず
子
こ
　氏

＝飯野一丁目＝

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
（
平
成
27
年
10

月
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
（
成
年
男
子
）

新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
で
、
第
５
位
に
入
賞
し
た
。

渋
しぶ
谷
や
　祐
けい
佑
すけ
　氏

＝鍛冶町＝

　

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
第
50
回
陸
上
競
技
大
会
男
子
８

０
０
ｍ
で
、
第
３
位
に
入
賞
し
た
。

髙
たか
橋
はし
　僚
りょう
　氏

＝塩町＝

　

平
成
16
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
４
月

30
日
ま
で
大
欠
区
長
と
し
て
11
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

本
ほん
間
ま
　五

ご
郎
ろう
　氏

＝大欠＝

　

第
37
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

（
平
成
27
年
３
月
）
男
子
個
人
戦
60
キ
ロ
級
で

準
優
勝
し
た
。

菅
すが
原
わら
　大
たい
斗
と
　氏

＝間瀬＝

　

平
成
16
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
12
月

31
日
ま
で
高
平
区
長
と
し
て
11
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
た
。

石
いし
田
だ
　義
よし
夫
お
　氏

＝高平＝
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村上市の職員数や給与などについて公表します
1　人件費率（平成26年度普通会計決算）

※�普通会計では、国民健康保険、水道事業などの特別会計事業に従
事する職員の人件費は除かれています

※�人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市長、議員など）
の給料、手当、共済負担金などが含まれています

２　給与費の内訳（平成26年度普通会計決算）

※�職員手当は、退職手当を除いたその他の手当（扶養手当、通勤手
当、時間外勤務手当等）の総額です

３　定員の状況　※臨時、非常勤職員除く�（平成27年4月1日現在）

区分 職員数 区分 職員数

部門
平成
26年
度

平成
27年
度

部門
平成
26年
度

平成
27年
度

一般行政

議会 4 4

特別行政

教育 84 85

総務 140 141 消防 143 138

税務 34 33

民生 146 129 小計 227 223

衛生 62 47

公営企業

病院 0 0

労働 1 1 水道 23 23

農林水産 45 44 下水道 22 22

商工 14 13 その他 38 41

土木 34 39 小計 83 86

小計 480 451 合計 790 760

４　特別職の報酬などの状況 （平成27年4月1日現在）

区分 給料・報酬月額

期末手当
　６月期� 1.475月分
　12月期�1.625月分
　　計� 3.10月分

給
料

市長 786,000円

副市長 603,000円

教育長 535,000円

報
酬

議長 359,000円

副議長 295,000円

議員 273,000円

５　一般行政職の級別構成比 （平成27年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比（％）

６級 課長・支所長・参事 13人 3.3�

５級 課長・支所長・参事・課長補佐 72人 18.3�

４級 副参事 37人 9.4�

３級 係長・主査 214人 54.5�

２級 主任 37人 9.4�

１級 主事・技師 20人 5.1�

計 393人 100.0�

※�村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分に
よる職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に
該当する代表的な職名です

【給与について】　（平成27年4月1日現在）

１　職員の初任給

区分
一般行政職 技能労務職 消防職

大学卒 高校卒 高校卒 高校卒

村上市 初任給 174,200円 142,100円 139,500円 163,800円

国 初任給

総合職
181,200円
一般職
174,200円

142,100円 139,500円

※初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です

２　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 241,600円 283,482円 325,359円

高校卒 207,200円 251,578円 293,578円

技能労務職 高校卒 ─ ─ 261,200円

（注）該当する職員がいない場合は空欄としています。

【手当について（主なもの）】　（平成27年4月1日現在）

１　期末・勤勉手当

村　　上　　市 国

期末 勤勉

同じ

６月期
1.225月分
（0.65）

0.750月分
（0.35）

12月期
1.375月分
（0.80）

0.750月分
（0.35）

計
2.60月分
（1.45）

1.50月分
（0.70）

職制上の段階、職務の級等による加算措置有

※期末・勤勉手当の（　）内は、再任用職員に係る支給割合です
　�再任用職員とは定年退職等により退職した後、改めて採用された
職員をいいます

２　扶養手当

村　　上　　市 国

配偶者� 13,000円
その他� 各6,500円

同じ

３　住居手当

村　　上　　市 国

借家　�月額12,000円以上の家賃を払っている職員に
対し、家賃額に応じ最高27,000円まで

同じ

４　通勤手当

村　　上　　市 国

電車・バスなどの交通機関利用者
運賃の額に応じて最高55,000円まで支給

同じ

自動車等利用者
片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円まで支給

2,000円から
31,600円まで

５　退職手当

村上市 国

（支給率）（自己都合）（勧奨・定年）（自己都合）（勧奨・定年）

勤続20年 20.445月分 25.556月分

同じ

勤続25年 29.145月分 34.583月分

勤続35年 44.325月分 49.590月分

最高限度額 49.590月分 49.590月分

加算措置
定年前早期退職特例措置
（２％～20％加算）

１人あたり
平均支給額

10,294千円 21,119千円 ─

※�１人あたり平均支給額は、平成26年度に退職した職員に対するものです

●問い合わせ　総務課人事管理室

　　　　　　　☎53−2111（内線318）

人件費
56億732万円（16.1%）

歳出総額
347億 4,772 万円

給料
24億 4,795 万円
（66.7%）

職員手当
3億 2,116 万円
（8.7%）

期末勤勉手当
9億 291万円
（24.6%）
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◆各園の連絡先・定員など◆

地区 保育園名 電話番号 定員
乳児保育
受入月齢

村上

第一保育園 52−3085 90 ４か月
第二保育園 52−2488 90 ４か月
岩船保育園 56−7124 120 ４か月
瀬波保育園 52−4400 90 ４か月
上海府保育園 58−2026 30 11か月
山辺里保育園 53−1541 100 ４か月
山居町保育園 52−4179 90 11か月

荒川
金屋保育園 62−2355 100 ４か月
あらかわ保育園 62−0015 200 ４か月

神林
向ヶ丘保育園 66−8330 140 ４か月
みのり保育園 66−8370 120 ４か月

朝日

舘腰保育園 72−1554 100 ４か月
三面保育園 72−1230 45 11か月
高南保育園 72−1153 90 11か月
猿沢保育園 72−1170 90 ４か月
塩野町保育園 73−1050 90 11か月

山北
山北にじいろ保育園 77−2012 80 ４か月
山北おおぞら保育園 77−2620 90 ４か月

村上
村上いずみ園
（認定こども園）

52−4431 37 ６か月

地域型
保育
事業所

ゆりかご保育園 53−2575 15 ３か月
託児所マイマイ 52−6706 ７ 12か月
老人保健施設
杏園内託児所

60−2222 ５ 12か月

 

受
付
期
間 

　

11
月
４
日
㈬
～
11
月
18
日
㈬

　

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

 

申
し
込
み
で
き
る
人 

・
村
上
市
に
住
民
登
録
を
有
し
て
い
る
。

・
父
母
お
よ
び
祖
父
母
な
ど
が
就
労
や
傷
病

な
ど
の
理
由
で
保
育
を
必
要
と
し
て
い
る
。

 

入
園
決
定
ま
で
の
流
れ 

①
市
に
「
保
育
園
等
施
設
利
用
（
入
園
）
申

請
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

②
申
請
書
の
内
容
に
よ
り
、
各
家
庭
の
状
況
を

総
合
的
に
判
断
し
て
「
支
給
認
定
証
」
を

各
家
庭
に
交
付
し
ま
す
。
月
の
就
労
時
間

な
ど
に
よ
り
保
育
を
利
用
で
き
る
時
間
（
標

準
時
間
保
育
11
時
間
以
内
、
短
時
間
保
育

８
時
間
以
内
）
の
決
定
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

③
入
園
決
定
に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月
末
頃

に
「
入
園
承
諾
書
」
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。

入
園
希
望
の
多
い
保
育
園
で
は
、
入
園
調

整
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

保
育
料 

　

お
子
さ
ん
と
生
計
が
一
緒
の
父
母
の
市
民

税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
生
計
の
中
心
者
が
父
母
以
外
の

扶
養
義
務
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
課
税
額

が
合
算
さ
れ
ま
す
。

※�

認
定
こ
ど
も
園
・
地
域
型
保
育
事
業
所
も

同
様
で
す

 

保
育
時
間 

　

保
育
時
間
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
利
用
時

間
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
保
育
標
準
時
間
→
11
時
間
以
内

　

※�

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
の
場
合
（
月
１
２
０
時
間
以
上
の
就
労
）

②
保
育
短
時
間
→
８
時
間
以
内

　

※�

保
護
者
の
い
ず
れ
か
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム

勤
務
の
場
合
（
月
48
時
間
以
上
１
２
０

時
間
未
満
の
就
労
）

 

そ
の
他 

　

詳
し
く
は
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
振

興
課
に
あ
る
「
入
園
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
に

な
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ラ
イ
フ
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
」
の
「
入
園
入
学
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室
、

各
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保

育
事
業
所

保
育
園
の

入
園
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

平成28年度

多子世帯

（３人以上）への

保育料の軽減を

予定しています
　現行では、児童が同時に保育園に入園してい

る場合は、第１子が全額負担、第２子が半額、第

３子以降が無料となっていますが、平成28年度
からは同時に入園していない場合でも、３人以

上の子を養育している場合は、第１子が入園す

る場合は全額負担、第２子は半額、第３子以降

は無料とする予定です。また私立幼稚園につい

ては、同様の負担額となるよう私立幼稚園就園

奨励費制度を拡充する予定です。

平成28年度
から
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市
で
は
、
保
護
者
な
ど
が
仕
事
な
ど
で
自

宅
に
い
な
い
場
合
に
、
小
学
生
が
放
課
後
を

楽
し
く
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
と

し
て
学
童
保
育
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

受
付
期
間
内
に
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

11
月
２
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

　

※
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

対
象
児
童

　
放
課
後　

自
宅
へ
帰
っ
て
も
保
護
者
な
ど

が
い
な
い
家
庭
の
市
内
の
小
学
生

利

用

料
　

１
人　

月
額
５
０
０
０
円

　

※
そ
の
他
、
お
や
つ
代
が
か
か
り
ま
す

開
設
時
間

　

放
課
後
～
午
後
６
時
30
分

　

※�

土
曜
日
と
夏
休
み
期
間
な
ど
は
午
前
７

時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

休

所

日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
（
８
月
13
日
～
８

月
18
日
の
う
ち
連
続
す
る
３
日
間
）、
年
末
年

始
（
12
月
29
日
～
１
月
４
日
）

※�
そ
の
他
都
合
に
よ
り
休
所
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

児
童
の
送
迎

　

児
童
は
放
課
後
、
学
校
か
ら
徒
歩
ま
た
は
バ

ス
で
学
童
保
育
所
へ
行
き
ま
す
。
帰
宅
時
は
原
則

と
し
て
保
護
者
な
ど
が
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そ

の

他

・
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

選
考
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
書
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
お
よ
び

各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室
、
各
学
童

保
育
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

◆各学童保育所の校区・連絡先など◆

校　　区 学童保育所名 電話番号 定員

村上小学校 二之町学童保育所 53−3323 50

村上南小学校

南町学童保育所 53−3077 40

なんしょうクラブ
080−
1248−6118

50

岩船小学校 岩船学童保育所 56−8787 45

瀬波小学校・上海府小学校 瀬波学童保育所 53−4130 60

山辺里小学校 山辺里学童保育所 52−3321 45

保内小学校 保内学童保育所 50−5125 70

金屋小学校 金屋学童保育所 62−2101 20

神林地区内小学校 神林学童保育所 66−7297 45

朝日地区内小学校 朝日学童保育所 53−4711 40

さんぽく北小学校 山北やまゆり学童保育所 77−4820 60

さんぽく南小学校 山北はまゆり学童保育所 77−3050 15

平成28年度

学
童
保
育
所
の

 
入
所
申
し
込
み
を

　
  

受
け
付
け
ま
す

▲�山北はまゆり学童保育所で楽しく過
ごす児童たち

▲�来年春の開校に向けて建設中の保内
学童保育所
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村上市奨学生を募集します平成28年度
　平成28年４月に大学・短大・専修学校（専門課程
に限る）へ進学および在学する市内居住者のお子さ
んなどで、学業が優秀で経済的理由により修学困難
な人に対して選考の上、奨学金を貸与します。

●問い合わせ　学校教育課教育総務室　☎72−6882

■申し込み
○申込資格
・保護者が村上市民で、市税を滞納していないこと
　※分納などをしている人はご相談ください
・学業成績が優秀と認められる人（在学または出身学校
の推薦が必要です）

　※５段階評価でおおむね「３」以上、「良またはＢ」以上
がおおむね半分以上

・本人の保護者の１年間の収入額が、おおむね600万円
以下であること（事業所得などは、おおむね400万円以
下であること。）

　※本人以外にも大学・短大・専修学校への就学者の
いる世帯は考慮します

・市内に連帯保証人２人を有する人（１人は保護者、１
人は独立の生計を営む成年者）

・日本学生支援機構や新潟県などの無利子奨学金を受
けていないこと

○申込期間
　平成28年１月12日㈫～３月３日㈭

○申込方法
　学校教育課（朝日庁舎内）および各教育事務所で配布
する申請書に必要事項を記入の上、提出してくださ
い。申請書は市ホームページからもダウンロードでき
ます。

■貸与と返還
・貸与月額　�月７万円・５万円・３万円のうち、本人の

希望と家庭の事情などを勘案して決定し
ます。

・貸与期間　�平成28年４月から最短修学年限の終期ま
で。

・振 込 日　�奨学金は毎月10日をめどに口座に振り込
みます。ただし、最初の年の４月分は５月
分と合算し、５月に振り込みます

・返　　還　�卒業後１年を経過した後から起算して、10
年を超えない範囲で全額を均等月賦で、口
座振替払いにより返還しなければなりま
せん。なお、奨学金は無利子です。

■提出書類
・奨学金貸付申請書　・奨学生推薦調書　・世帯全員
の住民票の写し

・前年の保護者の所得を証明するもの（平成27年分の給
与源泉徴収票、公的年金源泉徴収票、確定申告控など）

・連帯保証人を内諾している人（２人）の納税証明書
■採否決定
　平成28年３月31日までに選考結果を通知します。

　平成28・29年度に市が発注する「建設工事」、「建設コンサルタント等」、「物品調達」、「業務委託」の入札およ
び随意契約の見積りに参加を希望する場合は、入札参加資格審査申請書を提出してください。

　詳細については、市ホームページに掲載する申請要領をご確認ください。

申請区分 内　　容

建設工事 土木一式工事、建築一式工事、電気工事　など

建設コンサルタント等 建設コンサルタント、一級建築設計、測量　など

物品調達 機械、車両、消耗品、リース　など

業務委託 清掃業務、施設管理業務　など

小規模工事
小規模な工事（50万円未満）
※建設工事で申請する場合には小規模工事の申請はできません

○受付期間　12月１日㈫～平成28年２月１日㈪
○申請方法　�所定の申請書類を財政課契約検査室に直接持参するか、郵送または宅配便により提出してくだ

さい。

※申請書類は、市ホームページ（「入札・契約情報」から検索）からダウンロードできます

●申し込み・問い合わせ　財政課契約検査室　☎53−2111（内線322、326）

入札参加資格審査申請（定期申請）を
12月１日から受け付けます

平成28・29年度
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村
上
信
用
金
庫
と
協
定
を
締
結

　

９
月
25
日
㈮
、
村
上
市
、
関
川
村
お
よ
び
粟

島
浦
村
の
１
市
２
村
と
、
村
上
信
用
金
庫
で
、

「
地
域
活
性
化
に
向
け
た
連
携
お
よ
び
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
村
上
岩
船

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
の

共
有
お
よ
び
各
種
支
援
制
度
の
活
用
な
ど
に
関

す
る
連
携
を
円
滑
に
行
い
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
協
議
、
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
村
上
岩
船
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た

　

村
上
市
は
、
今
年
１
月
21
日
に
村
上
・
岩
船

圏
域
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意
思
を
示
す

「
中
心
市
宣
言
」
を
行
い
、
７
月
15
日
に
、
村

上
市
と
関
川
村
、
粟
島
浦
村
と
の
間
で
、
一
対

一
に
よ
る
村
上
岩
船
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
定
内
容
に
関
連
す
る
分
野
の
代

表
者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
村
上
岩
船
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
」
を
開
催
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
10
月
１
日
に

「
村
上
岩
船
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
医
療
や
福
祉
な
ど

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
創
出
や
観

光
交
流
な
ど
圏
域
内
外
の
交
流
促
進
に
よ
り
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
域
か
ら
の
人
口
流
出
を
抑
制
し
、

圏
域
の
一
体
的
な
発
展
に
努
め
、
圏
域
住
民
が

こ
こ
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
郷
土
に
愛
着
と
誇

り
を
持
て
る
圏
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
毎
年
度
所
要
の

見
直
し
を
行
い
、
審
議
会
で
協
議
し
て
い
く
予

定
で
す
。

左から、粟島浦村本保村長、関川村平田村長、
村上市高橋市長、村上信用金庫大滝理事長

村上岩船定住自立圏共生ビジョンの具体的取り組み内容

○生活機能の強化（22事業）

　・病院群輪番制病院運営支援事業

　・村上・岩船地域医療懇談会事業

　・�村上市急患診療所運営事業

　・�自殺予防対策推進事業

　・�子育て支援センター

　　事業

　・介護認定審査会事業

　・�障害者介護給付費等支給審査会事業

　・理科教育センター事業

　・ことばとこころの相談室事業

　・図書館事業

　・視聴覚ライブラリー事業

　・�スポーツ少年団体育施設相互利用事業

　・岩船米販売促進事業

　・林産物等の物流低コスト化事業

　・広域観光ルート開発事業

　・特産品販路拡大事業

　・ごみ処理施設運営事業

　・斎場運営事業

　・広域消防事業

　・防災士養成事業

　・消費生活相談事業

　・雇用創出支援事業

○ 結 び つ き や ネ ット

ワークの強化（３事業）

　・公共交通ネットワーク事業

　・婚活事業

　・行政情報システム共同利用事業

○ 圏域マネジメント能力の強化（１事業）

　・職員研修事業

※�詳細については、市ホームページに

掲載しています

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
２
）
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高血圧注意報発令中
健康啓発シリーズ ～血管からのメッセージ～

●問い合わせ

　保健医療課健康支援室

　☎53−2111（内線261～266）

高血圧予防のレシピ第３弾

材料（４人分）

・キャベツ……………　120グラム

・しめじ………………　80グラム

・薄揚げ………………　１枚

・ねぎ…………………　40グラム

・濃いめのだし汁……　カップ３

・味噌…………………　大さじ２弱

・すりごま……………　12グラム

※１人分の塩分量は約１グラムです

作り方

①　�キャベツは小さめのザク切りにし、しめじは石づきをとってバ
ラバラにほぐす。

②　�薄揚げは熱湯で油抜し、縦半分に切って横に細く切る。ねぎは小
口に切っておく。

③　�鍋にだし汁を入れてを火にかけ、①を入れて煮る。火が通ったら
味噌を溶き入れ、②のねぎを加えて火を止め、最後にすりごまを

加える。
食生活改善推進委員協議会

大滝美
み

紀
のり

さん

4

ごまの風味と濃いめの

だしで減塩でもおいし

くいただけます

「ごまみそ汁」

塩分をとりすぎると血圧が上がるのはなぜでしょう

　塩分をとりすぎると血液中のナトリウム濃度が高くなりま

す。体が血液中のナトリウム濃度を薄めよう（血液の浸透圧を

一定に保とう）として、血液中に水分を取り込みます。その結

果、血液の量が増えて、血管の壁に圧力がかかり、心臓の負担も

大きくなります。イメージとしては、ホースに水を流す時、水を

多くすればホースはピンと張りつめ、高い水圧がホースにかか

る状態になることです。

　慢性化すると高血圧になり、日常的に塩分をとりすぎていると、その積み重ねで高血圧症に

なる危険性があります。

　日本では一般の人の食塩摂取量は男性１日８グラム未満女性７グラム未満とされています。

塩分の過剰摂取には十分気を付けましょう。
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「こんなときどうしたら・・」

お金の管理や手続きがおぼつかなくなったときに
　認知症などの理由で判断能力が十分でない人が、財産管理や日常

生活でのさまざまな契約などを行うときに、不利益をこうむったり

悪質商法の被害者になったりすることを防ぎ、権利や財産を守る公

的な仕組みとして「成年後見制度」や「日常生活自立支援事業」があ

ります。

①成年後見制度

　　財産管理（預貯金管理、不動産などの処分、遺産分割など）や身上監護（介護・福祉サービスの利用や施設

への入退所の契約、費用支払い、日常生活上の契約など）について、本人の判断能力の程度に応じて家庭裁

判所に選任された後見人など（配偶者や親族、知人、法律や福祉の専門家など、本人にとって最も適切と思

われる人）がサポートします。

②日常生活自立支援事業

　　介護・福祉サービスの利用、日常的な金銭管理（税金・保険料・公共料金、家賃の支払い、年金の受け取

りなど）、大切な書類（預貯金通帳、印鑑、証書など）の保管などについて、社会福祉協議会の生活支援員が、

自分ひとりで判断するには不安がある人のお手伝いをします。［相談窓口　社会福祉協議会生活支援課　

☎62−7756（神林庁舎内）］

シリーズ「認知症」
～住み慣れた地域で安心して

暮らしていくために～

包括支援センターだより

と　き　［山北］　11月27日㈮
　　　　午前10時～11時30分
ところ　さんぽく会館

対象者　市内在住の介護者

参加費　100円
申し込み　�11月20日㈮までに電話

で申し込んでください。

介護者のつどい

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

認知症についてみんなで語ろう

　「かたるんカフェ」は身近にあるカフェのように気軽にお茶を飲み

ながら、認知症の相談や、参加者同士で情報交換が出来る憩いの場で

す。

　認知症の人やその家族、認知症について関心がある人など、どな

たでも参加できます。カフェで、ほっと一息しませんか？

　お気軽にお立ち寄りください。

と　き　11月18日㈬　午後１時30分～３時30分
　　　　（出入りは自由です）
ところ　マナボーテ村上
　　　　２階　喫茶ルーム
参加費　100円
★事前申し込みの必要はありません。直接会場にお越しください。

かたるんカフェのご案内

お気軽に情報交換
しませんか?
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●問い合わせ　環境課生活環境室　☎53−2111（内線273）
　　　　　　　下越動物保護管理センター　☎0254−24−0207

■今どきは、オシッコやウンチはおうちで済ませる
　これで、道路などを汚すことがないだけでなく、排泄をしたくて散歩を要求することもありません。散

歩に行く前に、自宅敷地内を歩かせ、排泄をしたらほめ、それから散歩に行くようにするとしつけること

ができます。

■今どきは、不妊去勢手術をして飼う
　手術をした方が、犬も飼い主もストレスなく幸せに暮らせます。

　生後６か月程度で不妊去勢手術を行うと特に効果があります。

■今どきは、室内で飼う
　犬は群れで暮らす習性があり、飼い主の側で暮らす方が幸せです。また、老犬にとって冬の屋外飼養は

厳しいものです。最近は室内飼養のための柵やトイレシートなども販売されています。吠えなどの問題

行動も、飼い主の側でしつけをすることで、屋外飼養に比べ改善することができます。

●フン、尿の後始末をしましょう
　散歩中にしてしまったフンは必ず持ち帰り、尿はペットボトルなどで持

参した水で洗い流しましょう。

●犬を放さないでください
　道路や公園などで犬を放すことは県条例で禁止されています。おとなし

い犬でも何かの拍子で人や他の犬にかみついてしまうことがあります。犬

の苦手な人もいますので、必ずリードをつけて散歩しましょう。

●鳴き声でご近所に迷惑をかけないようにしましょう
　犬は鳴く動物ですが、過剰に鳴くと近所の迷惑になります。飼育環境の不満や病気などで鳴き続ける

場合もありますが、しつけ直すことで改善が見込める可能性があります。鳴き声でご近所に迷惑をかけ

ないようにしましょう。

◇◆◇ 今どきの犬の飼い方のおすすめ ◇◆◇

◇◆◇ 守りましょう犬の飼い主のマナー ◇◆◇

犬が好きな人もそうでない人も、

気持ちよく暮らせる村上市になってほしいワン

愛情はたっぷりと、

責任はしっかりとだワン

　犬は家族の一員であり、社会の一員です。人の迷惑にならず、よりよいドッグライフを楽しむために、

マナーを守って安全に飼いましょう。

（下越動物保護管理センターホームページから抜粋）

大のペットマナーを守り快適な暮らしを



17　　2015.11.1

気をつけて

シネマパラダイス日本名作映画劇場
平成27年度　優秀映画鑑賞推進事業

　近代日本の光と影を情感ゆたかなリアリズムで描いた今井正

監督。その多彩な作品の中から大ヒット作と社会派ドラマを上

映します。

上映日時・作品

11月28日㈯ 「青い山脈」午前９時30分～午後０時22分
　　　出演　原節子、杉葉子、木暮実千代　ほか

「真昼の暗黒」午後０時40分～２時44分
　　　出演　草薙幸二郎、松山照夫、矢野宣　ほか

「純愛物語」午後３時～５時10分
　　　出演　江原真二郎、中原ひとみ、岡田英次　ほか

11月29日㈰ 「純愛物語」午前９時～11時10分
「また逢う日まで」午前11時30分～午後１時19分
　　　出演　岡田英次、久我美子、滝沢修　ほか

「青い山脈」午後１時30分～４時22分

ところ　市民ふれあいセンター　　　入場券　500円（２日通し券。全席自由）発売中

入場券取り扱い　市民ふれあいセンター、どんとうまい（荒川アコスショッピングセンター内）

●問い合わせ　市民ふれあいセンター（☎52−0201）

青い山脈 真昼の暗黒

また逢う日まで純愛物語

　内閣府のコールセンターや消費生活センターなどに、マイナンバー制度に便

乗した不正な勧誘や個人情報を取得しようとする電話や訪問などに関する情

報が寄せられています。

〈このような電話などに注意してください！〉

・「あなたのマイナンバーが流出しました、登録抹消に費用がかかります」

・「アンケートとして、家族構成や年金を受給されているか教えて欲しい」

・訪問などによる、マイナンバーの安全管理対応の困難さを誇張した商品販売や不正な勧誘

※不審な場合は、下記相談窓口をご利用ください

〈ご相談は、各窓口まで〉

【マイナンバー制度全般のご相談について】

　　■内閣府　マイナンバー専用コールセンター

 ☎0570－20－0178
【通知カードや個人番号カードのご相談について】

　　■総務省　個人番号カードコールセンター

 ☎0570－783－578
【不審な電話などを受けたら】

　　■消費者ホットライン� ☎188（いやや！）
【詐欺などの被害に遭われたら】

　　■警察　相談専用電話� ☎＃9110
●問い合わせ　市民課市民年金室　☎53−2111（内線282）

市民年金室　佐藤主事

マイナンバー詐欺にご注意を！

通知カード郵送中
　通知カードについては、現在各世
帯に郵送中です。
　11月末までに全世帯に郵送が完
了する予定です。

往年の名
作映画

をじっく
りと見

てみません
か
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都市計画用途地域および建築基準法22条区域の
見直しについて住民説明会を開催します

　市では、都市計画用途地域（※１）および建築基準法第22条区域（※２）の見直しを計画しており、下記の日
程で説明会を開催しますので、ご都合の良い会場においでください。

●問い合わせ　都市計画課計画室　☎53−2111（内線514、515）

※�都市計画用途地域の変更については、荒川地域
を計画しています

【日時および会場】

・11月11日㈬　勤労青少年ホーム（22条区域の説明のみ）
・11月12日㈭　村上市役所荒川支所
・11月13日㈮　坂町ふれあいセンター
※いずれの会場も午後７時からの開催となります

（※１）都市計画法に基づき、12種類の「土地の
使い方」を定めるものです。用途地域に指定さ

れると、建物の建て方のルールが定められます

（※２）建築基準法第22条に基づいて防火上の
最低水準を確保する区域です。不燃材料で造る

など準防火性能を有する構造とする必要があ

ります

都市計画用途見直し地域図

※�22条区域の見直しについては、村上地域の一部、
荒川地域の用途地域内を計画しています

建築基準法第22条区域の見直し地域図

藤沢地区
第二種住居地域から
準住居地域に変更

国道7号沿線地区
無指定地域から
準住居地域に変更

藤沢地区
第二種住居地域から
第一種住居地域に変更

岩船港地区
瀬波中町地区

仲間町地区

肴町地区

坂町前坪地区
第二種住居地域から
商業地域に変更

坂町駅前地区
第一種住居地域から
商業地域に変更

坂町地区
第一種低層住居専用地域から
第一種住居地域に変更

中条工業高校跡地地区
無指定地域から
工業地域に変更

坂町前坪地区
第二種住居地域から
第一種住居地域に変更
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秋風と共に国際色豊かなアスリート約850人が村上の町を駆け抜けました！
応援いただきありがとうございました！

村上・笹川流れ国際トライアスロン大会実行委員会　☎53－3399

村上市内選手の成績（完走者・敬称略）

2015村上・笹川流れ国際トライアスロン大会

◆北信越ブロック選手権

総合順位 氏名 住所
2 関　伸介 二之町

◆エイジ部門男子
総合順位 男子順位 氏名 住所
75 73 齋藤　　勉 小須戸
85 81 五十嵐　基 藤沢
90 86 髙橋　　健 猿沢
104 100 本間　洋行 浜新田
110 106 康　　德龍 山居町二丁目
132 124 髙橋　一仁 南町二丁目
175 166 髙野　勝幸 山田
233 217 山本　祐一 松山
242 225 瀨賀　吉幸 緑町二丁目
286 265 只木　雅実 山辺里
306 283 田中　政明 間島
316 292 中村　百年 山辺里
321 297 村山　裕一 寺町
335 309 天井　秀昭 七湊
367 336 渡邉　　敏 緑町二丁目
382 348 鈴木　敏明 岩船三日市
383 349 大久保勝己 羽ヶ榎
411 372 松林　義人 藤沢
461 415 鈴木　謙輔 岩船駅前
508 453 櫻井　　晶 長井町
509 454 佐藤　親一 瀬波上町
533 475 中村　洋則 飯野三丁目
631 547 淺野　良三 堀片

◆エイジ部門女子
総合順位 女子順位 氏名 住所
347 27 佐藤真裕美 羽黒町
386 35 本間　里美 浜新田

◆リレー部門
順位 チーム名 スイム バイク ラン
21 ひろげよう人権　Bチーム 村田　真行 佐野　泰正 里山　泰志
25 クレイジー・ダイアモンド 富樫　　健 伴田　　宏 日下　　拓
31 Crazy　Girls Gildenhard�Bettina Hop　Anja 伴田　幸世
32 来年ソロ目指します 井上　充 山際　綾子 内山　　透

前日に小・中
学生による第
1回村上・笹
川流れジュニ
アアクアスロ
ン大会も開催
されました
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　山北地区の各小中学校と山北地区まちづくり協議会
が連携して、児童生徒から「あいさつ標語」を募集選
定した「のぼり旗」を掲げて「あいさつ運動」を実施
しました。
　山北中学校では生徒会の皆さんが毎朝のぼり旗を
持って玄関前に並び、登校する生徒たちと元気にあい
さつを交わしていました。

笑顔のあいさつ気持ちがいいね
９月30日㈬　山北中学校

地域の良さは地域の人から学びます
10月１日㈭　さんぽく北小学校

史跡村上城の出
でや

櫓
ぐら

台が修復されました
10月４日㈰　史跡村上城

スポーツの秋、食欲の秋を満喫！
10月４日㈰　あらかわ総合運動公園

　最高の秋晴れとなったこの日「スポーツフェスティ

バル」が開催され、参加者はキックターゲットや体力

測定、お菓子釣りやパン食い＆障害物競争など、様々

な種目を楽しみながら、心地よい汗を流しました。昼

前には、野菜ソムリエ木村正晃さん特製「野菜たっぷ

りパスタ」が振る舞われ、参加者はスポーツの秋、食

欲の秋を存分に満喫したようです。

　さんぽく北小学校では全学年が地域の良さを体験し
学ぶことをテーマに年間を通じた学習を行っています。
５年生は食文化を中心に稲作やアク笹まきづくり、焼
畑での赤カブ栽培を体験。
　この日、自分たちで田植えをした田んぼで、稲刈り
を地域の人から教わった児童たちは、「はじめて体験
して楽しい」という声がほとんどでしたが、「いつも
家でやっているよ」と慣れた手つきで稲刈りをする頼
もしい児童もいました。

　平成15年から始まった村上城跡の出櫓台跡石垣修復
工事が完成間近とのことで、一般の人を対象にした現
地説明会が行われました。１度石垣を解体してから復
元した出櫓台。そのうち上の写真の○で囲まれた部分
の石垣は、あえて白い目立つ石で復元しています。こ
れは、この箇所の当時の資料が無く推定で復元したこ
とを後世に残すためだそうです。

ニュース番組として、むら

かみのイベントなどを動画

配信しています。

要チェックですよ！

➡
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　猿沢地域まちづくり協議会では、美しい景観を保全

するため、地域内の９集落で一斉クリーン作戦を実施

しました。小学生も含め約270人が参加。空き缶やペッ
トボトル、金属製の粗大ごみなど合わせて210㎏もの
ごみを集めました。涼しさの増した快晴の朝、参加者

は、きれいになった地域内の様子にすがすがしさを感

じていました。

　秋晴れの下、高南保育園の園児53人と朝日みどり小
学校１・２年生の児童31人が一緒にサツマイモの芋ほ
りを行いました。

　最初に小学生がお手本で掘った後に園児が行いまし

た。畑のあっちこっちで「せんせー、とれた！みてみ

て！」「せんせー、とれない」などの元気な声が飛び交っ

ていました。

　荒川地区敬老会が開催され、75歳以上の男女約300
人が参加しました。

　式典終了後はお待ちかね、菅原保さん、天美悠さん

の２人の演歌歌手が登場。大きな声で声援を送る人、

席を立って握手を求める人、歌い終わった後に「アン

コール！アンコール！」と呼びかける人など、会場は

元気なおじいちゃんとおばあちゃんで溢れました。み

なさん、いつまでもお元気で！

　今年で14回目となる「宵の竹灯籠まつり」が開催
されました。年々竹灯籠の本数も増え、今年は約１万

本の竹灯籠が灯り、琴やフルートなどの演奏と一体と

なった幻想的な世界に、訪れた大勢の人たちは、心を

和ませました。

猿沢地域一斉クリーン作戦
10月４日㈰　猿沢地域

せんせー！みてみて！
10月６日㈫　朝日中野集落

いつまでもお元気で！
10月６日㈫　荒川地区公民館

幻想的な世界へ
10月10日㈯　小町地区ほか

市内の出来事をブログ形式で市ホームページで掲載中 村上市　　広報日記 検�索

おっきいでしょ

ウェブで検索してみてね

紹介している以外の記事

も載っています。
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆�秋葉原先留交番ゆうれい付き（西
さいじょう

條奈
な か

加）

◆�虚栄（久
く さ か

坂部
べ

羊
よう

）

◆ギリギリ（原
は ら だ

田ひ香
か

）

◆虚人の星（島
し ま だ

田雅
まさひこ

彦）

◆うずら大名（畠
はたけなか

中恵
めぐみ

）

◆�我が家のヒミツ（奥
お く だ

田英
ひ で お

朗）

◆霧（ウラル）（桜
さくらぎ

木紫
し の

乃）

◆嫌老社会を超えて（五
い つ き

木寛
ひろゆき

之）

◆サワコの朝（阿
あ が わ

川佐
さ わ こ

和子）

◆農家の手づくり野良着（農
のうさん

山漁
ぎょそん

村文
ぶ ん か

化協
きょうかい

会）

◆一度は歩きたい！日本の町並み（伝
でんとうてき

統的町
ま ち な み

並み研
けんきゅうかい

究会）

◆塩分1日６ｇ減塩おかずとお弁当（女
じ ょ し

子栄
えいよう

養大
だいがく

学出
しゅっぱんぶ

版部）

◆つよい体をつくる離乳食と子どもごはん（山
や ま だ

田奈
な み

美）

◆だから、生きる。（つんく♂）

○天
あめ

と地
つち

の方程式２（富
とみやす

安陽
よ う こ

子）

○アカシア書店営業中！（濱
は ま の

野京
きょうこ

子）

○ルルとララのミルキープリン（あんびるやすこ）

○ふまんがあります（ヨシタケシンスケ）

○はなちゃんのみそ汁（魚
うお

戸
と

おさむ）

◆中央図書館11月の休館日◆
月曜日　　　　　　　　　２日、９日、16日、30日
祝日振替休館日（火曜日）　24日
第２金曜日（館内整理日）　13日
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆…一般書　○…児童書

パニックになっている人をみかけたら～応対のポイント～

●問い合わせ　福祉課福祉政策室

　☎53−2111（内線245）

みんなの笑顔と安心のために

メディアメッセ2015【一日図書館員】募集
　【一日図書館員】になって、図書館の仕事を体験してみませんか？
カウンターでの貸出、返却作業や閉架書庫の見学などを行います。
◆日　　時　12月５日㈯　午後１時30分～３時30分
◆場　　所　市立中央図書館
◆対　　象　市内の４年生以上の小学生　５人（先着順）
◆申し込み　11月４日㈬　午前９時～
　　　　　　電話または図書館カウンターに申し込んでください。定員になり次第締め切ります。

　急にわーっと走って行ってしまう、飛び跳ねたり、大声を出したりする

などの様子が見えたらパニックになっている可能性があります。こだわ

りの強いことが思いどおりにいかない。狭いところや人混みなど苦手な

場所で不安になるなど、パニックになるきっかけはさまざまです。

○応対のポイント

　落ち着ける場所や安全な場所への誘導

・例えば、駅のホームであれば方向によって転落の危険もあります。

　できるだけ危険な場所や物から距離をおくことが必要です。

・�パニックになっている様子を見かけたら優しく声をかけ安全な場所や

静かで落ち着ける場所へ誘導します。

　災害時にもやさしく声をかけ、不安を軽減することが必要となります。

～知的障がいを理解する～
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）� 届出人� 町内会名または住所 氏名（ふりがな）� 届出人� 町内会名または住所

●おくやみ
氏名� 年齢� 町内会名または住所 氏名� 年齢� 町内会名または住所 氏名� 年齢� 町内会名または住所

※９月11日から10月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口30,586人（△13）　33,233人（△12）　�計63,819人（△25）　    23,058世帯（16）

村上地区
翔雅（しょうま）	 菅 原 雅 樹	 上相川
心澄（しんと）	 佐 藤 幸 介	 山辺里
桃佳（ももか）	 阿 部 龍 馬	 瀬波上町
紗彩（さや）	 外 山 　 祐	 新町
晴信（はるのぶ）	 横 田 武 史	 瀬波中町
愛都（まなと）	 鈴 木 翔 太	 山居町二丁目
佐奈（さな）	 鈴 木 一 樹	 岩船三日市
楓斗（ふうと）	 百 武 智 久	 飯野一丁目
栞織（しおり）	 小 林 隼 也	 鋳物師
葵翔（あおと）	 菅 井 貴 浩	 新町
和花（のどか）	 本 保 清 和	 大関
桜來（さら）	 佐 藤 拓 也	 松原町二丁目
風都（ふうと）	 本 間 大 輔	 肴町

荒川地区
真湖（まこ）	 井 上 大 介	 下鍜冶屋
怜桜奈（れおな）	 梅 津 直 也	 堤下団地
結愛（ゆあ）	 冨 樫 　 誠	 坂町
りりか	 近 藤 秀 人	 金屋
光莉（ひかり）	 斎 藤 朋 広	 藤沢
葵（あおい）	 神 田 　 篤	 切田
利宗（としむね）	 鈴 木 幸 太	 坂町
凛（りん）	 髙 橋 　 淳	 名割

神林地区
倖生（こうせい）	 竹 内 　 茂	 新飯田
瑶（よう）	 武 者 雄 作	 赤松
康雅（こうが）	 髙 野 康 弘	 小岩内
琉斗（るいと）	 黒 田 　 瞬	 上助渕
明莉（あかり）	 岡 田 　 葵	 下助渕
璃央（りお）	 佐 藤 隆 純	 平林
梨里花（りりか）	 小 田 雄 仁	 飯岡
璃子（りこ）	 金 子 秀 之	 平林
聡介（そうすけ）	 竹 内 和 也	 下助渕

朝日地区
咲哉（さくや）	 島 田 雄 介	 下新保
珀斗（はくと）	 富 樫 偉 伸	 早稲田
凛叶（りんか）	 板 垣 敏 幸	 塩野町

山北地区
諒太（りょうた）	 小 島 龍 哉	 脇川
亜賢（あひょん）	 平　方　いづみ	 中浜
樹賢（じゅひょん）	 平　方　いづみ	 中浜

人口と世帯数（10月1日現在） 
（　　）内は前月比

村上地区
中 村 實 子	 83	 細工町
河 崎 久 一	 82	 岩船縦新町
渡 部 ウ タ	 86	 南町二丁目
小 野 広 之	 49	 坪根
大　滝　德太郎	 66	 久保多町
近 藤 子	 92	 四日市
上 村 ミ ヤ	 93	 肴町
鈴　木　キヌヱ	 91	 片町
中　倉　ヨシイ	 97	 岩船縦新町
東海林　ハ　マ	 79	 飯野三丁目
川 内 正 五	 93	 瀬波上町
野 安 	 89	 鍛冶町

竹 石 敏 昭	 66	 三之町
小 野 孝 弘	 68	 坪根
野 ミ ヨ	 96	 鍛冶町

益 子 行 子	 66	 飯野二丁目
石 原 幸 子	 74	 学校町
本 間 孝 夫	 78	 泉町
本 間 誠 治	 88	 浜新田
鈴　木　三次郎	 93	 岩船岸見寺町
尾 形 清 一	 83	 泉町
中 山 　 好	 81	 上相川
建 部 三 郎	 90	 羽黒町
吉 田 ト ク	 97	 緑町三丁目
成 田 健 一	 65	 安良町

荒川地区
近 藤 　 宣	 77	 金屋
鈴 木 晴 治	 93	 長政
遠　山　秀二郎	 85	 金屋
齋 藤 　 茂	 88	 田島
小　島　政次郎	 93	 中倉
菅 原 次 郎	 78	 梨木
冨　樫　金三郎	 94	 切田
佐 藤 芳 次	 78	 金屋
山　﨑　スズイ	 86	 坂町
近 藤 留 作	 87	 金屋

神林地区　　
佐 藤 作 治	 89	 桃川
田 中 キ ヨ	 93	 松沢
近 　 友 二	 87	 山田
田 昭 六	 84	 指合

竹 部 カ ツ	 88	 北新保
木 村 キ イ	 96	 平林
平 山 利 平	 83	 七湊
大 宅 ス ギ	 85	 南田中

朝日地区
髙　橋　登志夫	 88	 布部
横 井 三 雄	 82	 檜原
渋 谷 リ ツ	 92	 本小須戸
貝 沼 ミ キ	 96	 新屋
長谷部　　　襄	 85	 小川
髙 橋 豊 子	 94	 布部
田　村　ツル子	 80	 千縄
相 馬 市 松	 93	 高根
富 樫 セ ツ	 80	 早稲田
小　田　昭八郎	 82	 布部
大 田 淳 子	 80	 黒田
貝 沼 美 保	 86	 関口
中 山 カ メ	 94	 大須戸

山北地区
本 間 シ ゲ	 89	 浜新保
田 宮 榮 子	 79	 小俣
渡　辺　むつ子	 85	 府屋浜町
原 　 操	 88	 中津原

富 樫 豊 子	 92	 杉平
五十嵐　數　夫	 78	 岩石
本 間 久 直	 82	 桑川
齋 藤 和 江	 88	 北黒川
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i.lg.jp 編集後記 むらかみ情報ねっと・子育てメールマガジン
メールでいつでもどこでも情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードを読み取る
だけで簡単アクセス

今月の 市民キッズモデル

　わが子の笑顔を皆さんに届けてみませんか。小学校入学前ま
でのお子さんの写真を大募集します。（市内在住者に限ります）�
①住所②お子さんの名前（ふりがな）③生年月日④保護者氏名⑤電話番
号⑥縦写真（２MB以内）をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp
※�投稿後、１週間以内に受け付けの確認メールを返信します。届かない
場合は、政策推進課にお問い合わせください

むらかみ元気
スマイル

遠山　ののちゃん
平成23年６月５日生
（瀬波中町）

本間　湊
みな

冬
と
くん（左）

平成23年３月28日生

本間　結
ゆい

汰
た
くん（右）

平成24年７月３日生
（緑町二丁目）

松本　新
あら

夢
む
くん

平成27年２月21日生
（下鍜冶屋）

松井　結
ゆ

愛
ら
ちゃん

平成26年２月９日生
（飯野桜ケ丘）

　市報むらかみでは、新年を飾る平成28年１月15日号の表紙を、市
民の皆さんの「笑顔」の写真で埋め尽くしたいと思います。年齢制限

はありません。老若男女の満面の笑みで、新年を祝いましょう。募集

要項は下記のとおりです。たくさんの笑顔をお待ちしています。

●募集写真

　笑顔

●応募条件

　被写体の人が村上市

内に在住していること

●応募期限

　11月30日㈪
●応募方法

　携帯電話やデジタルカメラな

どで撮影した写真（２MB以内）を
メールに添付して、①応募者の

氏名②住所③電話番号④「市報

むらかみ」の感想（任意）を記入の

上、次のメールアドレス宛てに送

付してください

メール：gp@city.murakami.lg.jp

●注意事項

・�被写体の人の了承を受けた上
でご応募ください。

・�写真は縦で、写真例のように
アップで撮影してください。

・�１枚につき、被写体は１人で
お願いします。

・�画像加工した写真や不適切で
あると思われる写真は掲載で

きません。

・�応募者が大多数の場合は表紙
でなく、他のページに掲載す

る場合があります。

送信先メール

アドレスQRコード⇒

とびっきりの笑顔の写真を大募集!!

あなたの笑顔で表紙を飾ろう！

写真例

今回の紙面を和ませてくれたのは、

山居町保育園に通うこの２人！

ひろきくん
【すきなもの】
　ぶどう

【おとなになったら】
　大工さん

◆秋の行楽シーズン真っ只中、山々は赤や黄色に色づき、紅
葉が見ごろのこの季節。市内の絶景を探して写真に収めてみ
たいのですが、この時期は天候が荒れやすく寒さも厳しくな
るので、休日には小春日和となってほしいと願うい○です。

ちよかちゃん
【すきなもの】
　なし（くだもの）

【おとなになったら】

　モデルさん


